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Ⅰ．研究目的

　介護保険制度が開始されて以降、介護予防が現代社会の重要課題として認識されるようになって

きた。その理由は、わが国の後期高齢者人口が増加していることに加え、平成 15 年度末の介護保

険制度における「要支援又は要介護」と認定された者のうち 65 歳以上の者の数が 370.4 万人（１）

となっており、わが国の 65 歳以上の高齢者人口（平成 15 年 10 月 1 日現在で 2431 万人）（２）の

約 15％を占めている現状が背景にある。長い高齢期を健康で生き生きと暮らせることは、人類共

通の願いであるだけでなく、財政負担の面からも寝たきりや認知症を予防することが緊急の課題と

なっている。

　介護予防の概念は、高齢者が要介護状態に陥ったり、要介護状態がさらに悪化することなく、で

きる限り健康でいきいきとした生活が送れるようにすること１）であり、単に、要介護状態となる

のを予防するだけでなく、要介護の状態になっても可能な限り心身の衰えを抑制し、生き生きとし

た生活を継続できるよう支援するということである。つまり介護予防は、介護保険制度の理念に謳

われている自立を支援することにつながるものと捉えられるものである。

　介護予防の一番のねらいは廃用症候群の予防であるといわれている。廃用症候群は、（１）老齢

による体力低下・疾病・障害といった身体的要因、（２）家屋構造、周囲の接し方・態度、友人の

存在等の環境要因、（３）活動意欲の低下、障害受容、性格といった心理的要因の 3 つが相互に影

響しあうことにより、活動性が低下し「閉じこもり」といわれるような状態を生むことが原因とな

る。また、後期高齢者にあっては「転倒すると危ないから」といった周囲からの声かけを受け入れ、

若者に迷惑をかけないよう、日常生活における活動性を低下させ、静かに老後を過ごそうとする日

本人特有の美意識があることなど、さらに悪循環を招く原因と考えられる。東京都老人総合研究所

の調査によると、生活機能の低下を規定する要因として、年齢が高いほど、移動能力や健康度自己
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評価が低いほど、そして友人との付き合いが少ないほど、生活機能が低下しやすい傾向にあること

が報告されている。また、活動能力の低下に関する研究として、本間ら２）の研究によると、「やり

たいことがある」ことと活動余命の延長は有意な関連があると報告されている。

　そこで、今回筆者らは、高齢者施設に入居する高齢者の生活機能の低下を規定する要因として「人

的環境」を取り上げることとした。なかでも、周囲の接し方・態度といった人的環境を良好に整え

るということは、高齢者の活動意欲を維持・向上させ、ひいては廃用症候群の予防につながるもの

と考えられる。人的環境として周囲の接し方・態度をあげたが、そのうちの一つに介護者の「声か

け」が含まれる ｡ 介護現場における声かけは、介護という身体接触をともなって行なわれる場面が

多く、バーバルとノンバーバルのコミュニケーションの相互作用によって高齢者の心に刺激を与え、

心身の健康や生活の質の向上に欠かせないストロークになるのであり、大切な援助技術であると考

えられる。諏訪は「老人への声かけは、老人の心に刺激を与え、施設において人間らしい生活を実

現します。」と述べている。３）

　しかし、「声かけ」には喜びを感じさせるものだけでなく高齢者を不快にさせるものもある。こ

れまでの文献のなかでも介護者（介護職員）の声かけが高齢者の心に刺激を与え、人間らしい生活

の実現に寄与するということはいわれているが、具体的な声かけとその影響に関しては触れられて

いない。

　そこで、本研究では、介護者の意識的な声かけが、高齢者の活動意欲を向上させる一因になるの

ではないかと考え、①介護者の肯定的な声かけが多いほど、高齢者の活動意欲が高くなる、②介護

者の否定的な声かけが多いほど、高齢者の活動意欲が低くなる、③活動意欲の得点と性別、年齢、

要介護度に関係がある、という仮説をたて介護者のどのような声かけが高齢者の活動意欲にどう影

響しているのかについて明らかにし、今後の介護予防対策の推進に資することを目的とする。

Ⅱ．研究方法

１．調査期間：

　　　平成 18 年 9 月 27 日　～　平成 18 年 10 月 26 日

２．調査対象：

　　　滋賀県、静岡県、神奈川県の老人保健施設５施設の利用者のうち、インタビューに答

　　えることができ、調査対象となる承諾が得られた入所高齢者 45 人

３．調査方法：　　

　　　面接法による質問紙調査

４．調査項目と測定尺度：

　介護職員から日頃①肯定的な声かけ②否定的な声かけをされる頻度について質問調査を実施

する。

　質問調査における①肯定的な声かけ、②否定的な声かけと考えられる言葉は、筆者らを含め

た介護の有識者 10 名によるグループディスカッションにより抽出した言葉の中から選出した。

さらに諏訪茂樹の「嫌われる言葉と喜ばれる言葉」を参考に項目の整理をした。肯定的な声か

けの内容は、利用者本位の言葉、気遣い・心配りの言葉、激励の言葉、誉め言葉、力として頼

む言葉の５項目とした。否定的な声かけの内容は、援助者本位の言葉、感謝を強いる・恩着せ

がましい言葉、指示的・命令的な言葉、否定的な言葉、期待しない言葉の５項目とした。（資料１）
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また、①肯定的な声かけ５問（4 件法 15 点満点）、②否定的な声かけ５問（4 件法 15 点満点）、

③日常生活における活動意欲の程度を　Ｖ itality index（意欲の指標）４）（資料２）を活用し測

定する。

　なお、要介護度については、京極高宣監修・新版介護福祉辞典より要介護度 1 から３を「要

介護度低群」とし、要介護度４から５を「要介護度高群」とした。

（資料１）

　　質問文（肯定的な声かけ）
よく
ある

時々
ある

あまり
ない

全く
ない

１
利用者本位の言葉：利用者
の利益を優先する言葉

あなたは、日頃、職員から『ゆっくりでいいですよ』
といった声かけをされることはどの程度ありますか。

３ ２ １ ０

２ 気遣い・心配りの言葉
あなたは、日頃、職員から『ありがとう』といった声
かけをされることはどの程度ありますか。

３ ２ １ ０

３
激励 あなたは、日頃、職員から『○○をやってみましょう』

とすすめられることはどの程度ありますか。
３ ２ １ ０

４
褒め言葉：利用者を肯定的
に評価する言葉

あなたは、日頃、職員から『お上手ですね。私にも教
えてください。』と声をかけられることはどの程度あ
りますか。

３ ２ １ ０

５
力として頼む あなたは、日頃、職員から『頼りにしていますよ。お

願いします。』と言われることはどの程度ありますか。
３ ２ １ ０

合計得点　　　　　点

　質問文（否定的な声かけ）
よく
ある

時々
ある

あまり
ない

全く
ない

１

援助者本位の言葉：利用者
の利益よりも援助者の都合
を優先する言葉

あなたは、日頃、職員から『早くして』といった声を
かけられることはどの程度ありますか。

３ ２ １ ０

２
感謝を強いる・恩着せがま
しい言葉

あなたは、日頃、職員から『○○してやった』とか『○
○をしてあげた』といった声かけをされることはどの
程度ありますか。

３ ２ １ ０

３
指示的・命令的な言葉 あなたは、日頃、職員から『（危ないから）やめて！』

と止められたりすることはどの程度ありますか。 ３ ２ １ ０

４

否定的な言葉：
利用者への否定的な評価に
つながる言葉

あなたは、日頃、職員から『あまり上手ではないですね』
『また忘れたんですか』といった声かけをされること
はどの程度ありますか。

３ ２ １ ０

５
期待しない あなたは、日頃、職員から『できないからやめましょう』

という声かけをされることはどの程度ありますか。 ３ ２ １ ０

合計得点　　　　　点
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（資料２）Ｖ itality index（意欲の指標）

各項目の状況について、あてはま内容に○をつけてください。

１）起床
　（Wake up）

いつも定時に起床している

起こさないと起床しないことがある

自分から起床することがない

２

１

０

２）意思疎通
（Communication）

自分から挨拶する、話しかける

挨拶、呼び掛けに対し返答や笑顔がみられる

応答がない

２

１

０

３）食事
（Feeding）

自分で進んで食べようとする

促されると食べようとする

まったく食べようとしない

２

１

０

４）排泄
（On and Off Toilet）

いつも自ら便意尿意を伝える、あるいは自分で排尿排便を行う

時々尿意、便意を伝える

排泄に全く関心がない

２

１

０

５）リハビリ、活動
（Rehabilitation,Activity）

自らリハビリテーションに向かう、活動を求める

促されて向かう

拒否、無関心

２

１

０

合  計 点 点

除外規定：　意識障害、高度の臓器障害、急性疾患（肺炎などの発熱）

判定上の注意：

１）薬剤の影響（睡眠薬など）を除外、起座できない場合、開眼し覚醒していれば２点

２）失語の合併症がある場合、言語以外の表現でよい

３）器質的消化器疾患を除外、

４）麻痺で食事の介助が必要な場合、介助により摂取意欲があれば２点

５）口まで運んでやった場合も積極的に食べようとすれば２点

６）失禁の有無は問わない

７）尿意不明の場合、失禁後にいつも不快を伝えれば２点

８）リハビリテーションでなくとも散歩やレクリエーション、テレビなどでもよい

９）寝たきりの場合、受動的理学運動に対する反応で判定する
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Ⅲ．分析方法　

　尺度得点の平均の差については t 検定を行い、各尺度間の関連はピアソンの積率相関係数を求め、

各尺度間の影響については重回帰分析を行った。なお、分析にはＳＰＳＳ（Student Version）を

使用した。

Ⅳ．結果

１．記述統計量：

　　①性別：　男 11 人、女 34 人

　　②要介護度：　平均 2.2（SD　1.04）全国平均は 3.7（平成 15 年調査）

　　③肯定的声かけの平均得点（15 点満点）：　7.98 点（SD　3.65）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要介護度低群　8.15 点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要介護度高群　6.60 点

　　④否定的声かけの平均得点（15 点満点）：　2.29 点（SD　2.06）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要介護度低群　2.03 点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要介護度高群　4.40 点

　　⑤意欲の平均得点（10 点満点）：　　　　　8.31 点（SD　1.94）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要介護度低群　8.35 点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要介護度高群　8.00 点

２．要介護度別の声かけと活動意欲の影響：

　肯定的声かけ、否定的声かけ、意欲との関連を要介護度別の関連を検討するためピアソンの

積率相関係数を算出した。その結果、要介護度低群において肯定的声かけと意欲の相関係数は

γ＝ 0.307 となり、肯定的声かけと意欲の間にはやや正の相関が見られた。

　また、無相関の検定においては、両側有意確率 0.054 ＞ 0.05 となり肯定的声かけと意欲に有

意差はみられなかった。次に、否定的声かけと意欲の相関係数はγ＝－ 0.486 であり、否定的

声かけと意欲の間には中等度の負の相関が見られた。また、無相関の検定においては、両側有

意確率 0.001 ＜ 0.05 となり否定的声かけと意欲との間には相関がみられた。（表１）

　続いて要介護度高群において肯定的声かけと意欲の相関係数はγ＝－ 0.909 であり、非常に

高い負の相関が見られた。また、無相関の検定においては両側有意確率 0.033 ＜ 0.05 となり、

肯定的声かけと意欲に有意差がみられた。次に、否定的声かけと意欲の相関係数はγ＝ 0.231

であり、やや相関がみられた。また、無相関の検定においては、両側有意確率 0.709 ＞ 0.05 と

なり否定的声かけと意欲に有意差はみられなかった。（表２）

　つまり、要介護度低群においては、否定的声かけと意欲は中等度の負の相関がみられ、要介

護度高群においては、肯定的声かけと意欲は非常に高い負の相関が見られたことがわかった。
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（表１）

相関係数 a

肯定的声 否定的声 意欲
肯定的声 Pearson の相関係数 1  .063 -.909*

有意確率 ( 両側 ) . .919 .033
N 5 5 5

否定的声 Pearson の相関係数 .063 1 .231

有意確率 ( 両側 ) .919 .  .709
N 5 5 5

意欲 Pearson の相関係数 -.909*  .231  1
有意確率 ( 両側 ) .033 .709 .
N 5 5 5

*. 相関係数は 5% 水準で有意 ( 両側 ) です。

a. 介護度高 = 介護度 4から 5

（表２）

相関係数 a

肯定的声 否定的声 意欲
肯定的声 Pearson の相関係数 1 -.330* .307

有意確率 ( 両側 ) .  .038  .054
N 40  40 40

否定的声 Pearson の相関係数 -.330*  1  -.486**

有意確率 ( 両側 ) .038  . .001
N 40  40 40

意欲 Pearson の相関係数 .307  -.486**  1
有意確率 ( 両側 ) .054  .001  .
N 40  40 40

*.　相関係数は 5% 水準で有意 ( 両側 ) です。*.

**. 相関係数は 1% 水準で有意 ( 両側 ) です。**.

a.　介護度高 = 介護度 1から 3 

　これらの結果より、要介護度の低い群・高い群で肯定的・否定的声かけと意欲に対する異なった

相関関係が認められたため、要介護度高低群別の重回帰分析を行った。その結果、要介護度低群に

おいては、肯定的声かけの標準化係数βが 0.164 で意欲とほとんど相関はなく、否定的声かけと

意欲においては、標準化係数βが－ 0.432 で中等度の負の相関が認められた。したがって、要介

護度低群において意欲は、肯定的声かけでは相関が認められず、否定的声かけで意欲が低くなる傾

向があることが分かった。

　次に、要介護度高群においては、肯定的声かけの標準化係数βが－ 0.927 で意欲と非常に高い

負の相関があり、また否定的声かけと意欲においては、標準化係数βが 0.289 でやや相関がある

ことが認められた。したがって要介護度高群において意欲は肯定的声かけで低くなる結果となった。

（表３）
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（表３）

Table 1 介護度における意欲への影響

介護度低群 介護度高群

N β  r N β  r

肯定的声かけ       40      .16      .31        5     -.93*     -.91*

否定的声かけ       40     -.43 **     -.49**        5      .29      .23

 R2=.26**  R2=.91†

    †p  <.1    *p  <.05    **p  <.01

Ⅴ．考察　

　介護職員による利用者への声かけは、活動意欲に重要な働きかけとなる。本研究では、要介護度

の高低において、声かけと活動意欲には関連があることがわかった。介護者の肯定的な声かけも要

介護度の高い高齢者においては、活動意欲を低下させる傾向にあることも明らかになった。一方、

要介護度の低い高齢者にとって、肯定的な声かけは、活動意欲を引き起こし、自ら行動を起こそう

とするときの後押しになると考えられる。また、肯定的に認められれば次の活動への意欲も高まっ

ていき、自らリハビリテーションやレクリエーション活動を求めることにつながると考えられる。

日常の援助のなかで肯定的な声かけを意識的に行っていくことは、高齢者の意欲に働きかけること

となる。そこで重要なことは「言葉」であり、「明るい言葉」を多用すれば、自分の感情も明るく

なり周囲の人の感情も明るくすることができ、それが前向きな行動にもつながるということである。
５）　　

　しかし本研究より、要介護度４、５の比較的自立度が低いグループにおいては、肯定的声かけに

より活動意欲が低下することが示唆されている。これについては、調査に使用した質問項目が、肯

定的な声かけの中でも、身体を動かすような行動を誘発する声かけとなっており、要介護度の高い

高齢者にとって意欲にむすびつきにくい内容であったことが結果に反映されたものと考えられる。

木菱らはリハビリテーション場面における声かけについて、「無意識のうちに患者様の意欲を低下

させる可能性があることを考慮しつつ、患者様への対応を再検討する必要がある」と述べている。

また、一般にうつ状態の者に対し、肯定的声かけに含まれるような“励まし”は逆効果の可能性が

あるとの指摘もある。

　したがって、介護場面においては利用者の身体的状況（例えば要介護度に表される介護を要する

度合いやうつ状態等）が、周囲の声かけの内容と利用者の活動意欲との関連に影響を与える可能性

があると考えることができる。

Ⅵ．まとめ

　本研究において、介護者の声かけが、高齢者の活動意欲にどのように影響しているのか検討をお

こなった。その結果、要介護度の高低において、声かけと活動意欲には関連があることがわかった。

介護者の肯定的な声かけも要介護度高群においては、活動意欲を低下させる可能性があることが明
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らかになった。

　今後は、調査対象の人数を増やし、肯定的声かけと否定的声かけの内容ごとに活動意欲との関係

を調査し、認知症やうつ病などの罹患状況との関連性を考慮していく必要があると考える。
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